
                                                                                        

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 特集について 
  学校教育は、「共生社会」の形成に向けて重要な役割を果たすことが求められていま

す。そのために、障害のある子供と障害のない子供が、可能な限り同じ場所で共に学ぶ

ことを目指し、通常の学級、通級による指導、特別支援学級や特別支援学校において、

子供の十分な学びを確保し、一人一人の子供の障害の状態や発達の段階に応じた指導や

支援を一層充実させていくことが必要です。 

  通常の学級においては、ユニバーサルデザインや合理的配慮の提供を前提とする学級

経営・授業づくりを進めていく必要があります。また、全ての教科等において一人一人

の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう、障害種別の指導の工夫の

みならず、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図

と手だてを明確にすることが重要です。 

本特集では、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学習環境の整備及び指導方法

の工夫のポイントと困難さに対する指導の工夫について紹介します。 

 

２ 紙面の活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

各教科等の学びの過程において考えられる 
困難さに対する指導の工夫 

        検索 たまじむ https://www.tamajimu.metro.tokyo.lg.jp/ 

 
＜二次元コード（読み取り or クリック）から、 

本特集の解説動画が視聴可能＞ 
 

東京都多摩教育事務所のホームページから、これまで発行した所報が閲覧、ダウンロード可能 
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全ての児童・
生徒にとって参
加しやすい学級
づくりのポイン
トや例を確認で

きます。 

「各教科等の
配慮例」や「障
害の状態等に応
じた教育対応」
の一覧を参考に

できます。 

全ての児童・
生徒にとって分
かりやすい授業
づくりのポイン
トや例を確認で
きます。 

 

障害のある児
童・生徒への配
慮について理解
を深めることが
できます。 

別紙１「小学校及び中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説各教科等編に記載されている配慮例一覧」参照 

別紙２「障害の状態等に応じた教育的対応（通常の学級における指導）一覧」参照 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLV04jzCgXzjT5DnhUmos3ymWpngPpfg-R
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 各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫 
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全ての教科等において、一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう、障害種別の指導の工夫のみならず、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導上の工夫の意図と 
手だてを明確にすることが重要です。本特集では、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学習環境の整備及び指導方法の工夫のポイントと困難さに対する指導の工夫について紹介します。 

 

詳しい解説はこちらを 
読み取りor クリック 

Ｗｅｂアンケートはこちらを 

読み取りorクリック 

○ 小学校及び中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総則及び各教科等編（平成 29 年７月 文部科学省）       ○ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学校の教育活動の推進について≪小学校及び中学校での取組の事例集≫（平成29 年３月 東京都教育委員会）  

○ ＩＣＴ機器の活用事例集 児童の学習上の困難さを改善するために（平成 29 年３月 東京都教育委員会）         ○ 各教科等の指導におけるＩＣＴの効果的な活用について（特別支援教育）（令和２年９月 文部科学省）   

○ 障害のある子供の教育支援の手引き～子供たち一人一人の教育的ニーズを踏まえた学びの充実に向けて～（令和３年２月 文部科学省）  ○ 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）（令和３年１月26日 中央教育審議会） 
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